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論文審査の結果の要旨
手を中心とした身体から新たな文化を創生し展開するうえで大きく作用しているのは、「わざ」である。しかし、けっ
さ)を「学J の対象とすることは少なく、また難しい課題であるが、果敢にこの問題領域に取り組んだ本論文は特筆
に価する。著者は、地域の産業振興を担う公設試験研究機関の研究者として等産業の活性化を目指し、究極的には等
文化の創造を実現するための具体的な行動計画までに論述が及んでいる。その意味では、本論は「楽器学J r音楽学」
「産業学J と三つの領域にかかわる学際研究である。結果として、等が連綿と続いてきた背景には、楽器として音楽
としてそしてその相互関係においても「わざ」が根底にあったことを具体的に示すことに成功している。また、一般
に「わざJ が文化創造の重要な一端を担うものであり、これからの産業活性化には「わさ、、J を明示的に活用すること
が必要であることを論じており、社会的に貢献する見解が示されている。
すなわち、本論文で論じようとした研究の内容は、楽器と音楽の双方で「わさ、、J がすべてに関連しているとの仮説
を立て、工業技術者の視点と考察から、楽器の材料、製作技術、演奏技術に「わざ」というフィルターを通して論じ
ようとした意欲的な研究である。
しかし、「わざ」を学にするまでの体系的な論理を構築しようとするあまりに、それぞれの章で、あつかう論点がや
や浅薄なものになっているのが、本論文の問題点である。しかし、この短所は本論文に続く研究により逐次補うこと
が可能であり、学界に対する貢献度の高い本研究の価値を損なうものではない。よって、本論文を博士(文学)の学
位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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